




巻 頭 言

院 長 加 藤 広 行

皆様、こんにちは。平素より大変お世話になっております。このたび、

桐生厚生総合病院の令和 年度の年報を上梓いたしましたので、謹んで

お届けいたします。ご笑納いただければ幸甚に存じます。

さて、 年を振り返りますと、一昨年に引き続き新型コロナウイル

スに振り回され、波乱に満ちた 年でした。感染状況は 月から 月ま

での「第 波」、 月から 月の「第 波」、 月からの「第 波」と

つのピークがありました。そして「第 波」は極めて感染力が強いデルタ

株による感染拡大で、史上初の 年延期を経て迎えた東京五輪、パラリン

ピックの開催と重なってしまいました。両大会共に原則無観客で行われ、

日本国民ならびにアスリートにとって寂しい大会となりました。しかしながら多くの感動と勇気を与え

てくれましたアスリートには敬意と感謝を表したいと存じます。そして何よりも、オリンピックの舞台

を作ってくれた関係者や、大会の開催に尽力したボランティアらには改めて感謝の念に堪えません。

次に「第 波」は、オミクロン株への急速な置き換わりによる更なる感染拡大で、全国で初めて 万

人を突破し、東京都では初めて 万人を超え、それぞれ過去最多を更新しました。その後ワクチン接種

の普及により、徐々に漸減しつつ世界的にも経済活動が復活しております。今後は「第 波」に対する

対策整備ならびにウィズコロナの時代に向けて、多くの関係者ならびに医療従事者に全面的なご理解と

ご協力にお願い申し上げる次第であります。

このようなコロナ禍で、 年 月末にロシアのウクライナ侵攻が勃発しました。これは世界中を巻

き添えにしており、まぎれもない世界戦争に類似する侵略行為と考えざるを得ないでしょう。 世紀で

世界的には地球温暖化対策、核廃絶、飢餓や貧困などの課題に取り組む ｓを唱える一方で、軍事侵

略を堂々と遂行している国際社会をどのように理解し次世代に伝えるべきでしょう。日本の安全保障や

防衛手段などをはじめ、国際社会における立場について熟考を重ねるべきでしょう。

当院は、昨年に引き続き、米国週刊誌「 」による、世界基準の優良な医療機関を評価したラ

ンキング「 」の日本版に選出されました。この評価は、当院の職員一人ひ

とりの尽力の賜物であり、大変光栄なことで心より職員全体に感謝申し上げたいと考えております。

今後も、地域医療に誠心誠意貢献できるように、ウィズコロナ時代に耐えうる診療体制を確立し、群

馬県民ならびに桐生みどり両市民のご期待に沿える持続可能な医療を提供したいと考えております。皆

様のご支援、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

最後に令和 年度に群馬県医師会、桐生市医師会の皆様方、および群馬大学附属病院をはじめとする

県内医療機関の各関係者に格別なるご指導とご支援を頂戴しましたことに衷心より感謝し御礼申し上

げます。
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≪基本理念≫

信頼され、心が通う地域医療

≪基本方針≫

１ 患者さんの権利を尊重します。

２ 患者さん自身で治療を選べるよう、わかりやすく

十分に説明します。

３ 地域の急性期医療を担います。

４ 地域の医療・介護機関と緊密に連携します。

５ 診療の質を高めるため、研鑽・研修に努めます。

６ 医療の安全確保に努めます。

７ 効率的で健全な病院経営を目指します。

８ 職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

桐生厚生総合病院

平成 年 月改定



≪患者さんの権利≫

１ 人間として尊重され、適切な医療を平等に受けられます。

２ プライバシー・個人情報が保護されます。

３ わかりやすい説明を受ける事ができます。

４ 検査・治療を納得して自分で決めることができます。

５ 他の医師の意見（セカンドオピニオン）を聞くことがで

きます。

６ 診療記録の開示を請求することができます。

≪患者さんの責務≫

１ 自身の健康に関する情報を正確に伝えてください。

２ 納得できるよう、わからないことは質問してください。

３ 自身の医療に積極的に参加してください。

４ 他の患者さんの診療に支障を来さないよう配慮してくだ

さい。

５ 教育病院として多くの実習生が研修していますので、ご

理解ください。

６ 診療費は適切にお支払いください。

桐生厚生総合病院

平成 年 月改定
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（２）組合構成団体の地勢と位置

当組合の構成市は、関東地方の北西部、群馬県の東端にあり、栃木県と隣接します。中央部を渡良瀬

川が流れ県境とほぼ平行するように桐生川が流れています。やがて合流して関東平野へと続いて行きま

す。平成 年 月 日から桐生市とみどり市の 市から構成されており、人口は約 万人、面積は ㎢

でその ％以上が山林に占められていて典型的な盆地の地形と気象を呈しています。

交 通 ●ＪＲ桐生駅 南口 から徒歩約 分

●東武新桐生駅から車で 分

 
市 名 人口 人 世帯数

桐生市

みどり市

合 計

 令和 現在『群馬県移動人口調査』
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６　組　合　議　会　の　現　況

　当病院の設立母体である医療事務組合の組合議会は、昭和26年6月8日第1回桐生市外十二箇町村

医療事務組合議会として開催されました。以降、構成市町村の合併等を経て、平成18年3月27日桐生

地域医療組合と名称を改め、令和3年度末現在で第189回を数えるまでに至っています。

　議員定数は13人とし、構成市である桐生市から9人、みどり市から4人の議会から選出された者に

より組織し、任期はそれぞれが就任した市議会議員の任期としています。

（１）議会の開会経過

議 長

第  1回（昭和26. 6. 8）～第  3回 森 正　雄

第  4回（昭和27. 3.24）～第 12回 〃

第 13回（昭和31. 9.26）～第 23回 桐生市外十箇町村医療事務組合議会 〃

第 24回（昭和35. 3. 8）～第 38回 桐生市外八箇町村医療事務組合議会 〃

第 40回（昭和39. 2.29）～第 43回 桐生市外七箇町村医療事務組合議会 〃

第 44回（昭和40. 9.29）～第 89回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 〃

第 90回（昭和55.10. 1）～第 97回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 堀　越　至一郎

第 98回（昭和58. 9. 3）～第107回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 加　藤　隆　司

第108回（昭和62. 9.25）～第111回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 笠　井　秋　夫

第112回（平成元.10.31）～第116回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 飯　田　隆　雄

第117回（平成 3.10.29）～第120回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 福　田　金次郎

第121回（平成 5.10.25）～第124回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会  中　村 清

第125回（平成 7. 7.31）～第129回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 佐　藤　光　好

第130回（平成 9.10.28）～第133回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 吉　野　剛　八

第134回（平成11.10.28）～第137回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 田　島　信　夫

第138回（平成13.10.26）～第141回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 高　橋　定二郎

第142回（平成15. 6.30）～第146回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 森　下　清　秀

第147回（平成17. 8.25）～第149回 桐生市外六箇町村医療事務組合議会 西　牧　秀　乗

第150回（平成18. 7.14）～第152回 桐 生 地 域 医 療 組 合 議 会 〃

第153回（平成19. 7.13）～第157回 桐 生 地 域 医 療 組 合 議 会 石　井　秀　子

第158回（平成21. 7.27）～第162回 桐 生 地 域 医 療 組 合 議 会 河原井 始

第163回（平成23. 7.22）～第167回 桐 生 地 域 医 療 組 合 議 会 周　東　照　二

第168回（平成25. 7.22）～第173回 桐 生 地 域 医 療 組 合 議 会 小　滝　芳　江

第174回（平成27.10.30）～第178回 桐 生 地 域 医 療 組 合 議 会 佐　藤　幸　雄

第179回（平成29.10.30）～ 桐 生 地 域 医 療 組 合 議 会 河原井 始

※ 第39回組合議会は不詳

回 数　（開会年月日） 組　合　議　会　名

（令和4年3月31日現在）

桐生市外十二箇町村医療事務組合議会

桐生市外十四箇町村医療事務組合議会
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Ⅲ　会　議　等
１　委員会組織図

ＤＰＣコーディング検討委員会

子どもの安全委員会

医療ガス安全管理委員会

放射線安全委員会

物品管理委員会

臨床研修管理委員会

透析機器安全管理委員会

広告審査委員会

病院食中毒対策委員会

個人情報保護管理委員会

医療放射線管理委員会

地域包括ケア・回復期リハビリ病棟検討委員会

臨床倫理審査委員会

治験審査委員会

病院倫理委員会

病院年報編集部会

薬事委員会

教育研修委員会

衛生委員会

図書委員会

電子計算組織委員会 情報システム検討委員会

医療機器整備委員会 システム利用状況監査委員会

中央検査部運営委員会

救急運営委員会

手術室運営委員会

ＩＣＵ・ＣＣＵ運営委員会

給食委員会

医療ホスピタリティ推進委員会

会員委 携連療医域地

地域医療従事者等研修委員会

院外広報編集委員会

地域がん診療連携拠点病院推進委員会

病院年報編集委員会

クリニカルパス委員会

診療録管理委員会

褥瘡対策委員会

緩和ケア委員会

桐生地域医療組合 公平委員会

医療従事者等負担軽減検討委員会

経営情報管理会

病院運営委員会院  長

院長・副院長会議

病院機能評価検討委員会

新病院建設準備委員会

特定放射性同位元素防護委員会

医薬品安全委員会

医療機器安全委員会

医療安全対策委員会 医療安全対策室会議

病院感染対策委員会 ＩＣＴ

ＮＳＴ委員会

化学療法・通院治療センター委員会

輸血療法委員会

ＲＳＴ委員会

災害対策委員会 DMAT運営部会
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６ 科別救急搬送患者状況

年度

科別 入院 外来 合計 入院 外来 合計 入院 外来 合計 入院 外来 合計

人 人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

内科

精神科

神経内科

循環器内科 皆増 

小児科

外科

血管外科

整形外科

脳神経外科

呼吸器外科 皆減 皆減 

心臓血管外科

皮膚科

泌尿器科

産婦人科

眼科

耳鼻いんこう科

麻酔科

放射線科

救急科 皆増 

緩和内科

歯科 皆減 

合計

一日平均 △ 0.1 △ 0.1 △ 0.2

７ 年齢別患者年報（年度別）
年度

科別 入院 外来 合計 入院 外来 合計 入院 外来 合計 入院 外来 合計

人 人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

0～4

5～9

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

合　　計

令和元年度 令和2年度 令和3年度
前年度比

令和元年度 令和2年度 令和3年度
前年度比
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− 59−
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− 67−



− 68−



− 69−



− 70−



− 71−



− 72−



− 73−



− 74−



− 75−



− 76−



− 77−



− 78−



− 79−



− 80−



− 81−



− 82−



− 83−



− 84−



− 85−



− 86−



− 87−
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− 90−
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− 97−



− 98−



− 99−



− 100 −



（２）感染のクリニカルインディケーター

①　血液培養での表皮ブドウ球菌コンタミネーション率

年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 前年度比(%)

血液培養での表皮ブドウ球菌
コンタミネーション率(%)

表皮ブドウ球菌による
コンタミネーションの採血回数

血液培養ボトルが出された
患者の延べ採血回数

血液培養のコンタミネーション率

　表皮ブドウ球菌によるコンタミネーションの採血回数／血液培養ボトルが出された患者の延べ採血回数

　　血液培養は、いろいろな感染症の原因となる菌を検出したり、菌血症（血液中に細菌がいる状態）
　　の診断のために重要な検査です。血液培養検査の際に問題となるのは、皮膚の常在菌が混入し、
　　検出されることで、起因菌（感染の原因となっている菌）との判別が必要になることです。

　　血液培養での表皮ブドウ球菌コンタミネーション率が低いほど起因菌との判別が容易となります。

令和元年度 令和 年度 令和 年度

血液培養での表皮ブドウ球菌 コンタミネーション率（％）

− 101 −



②　血液培養のボトルが複数提出された患者の割合

年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 前年度比(%)

血液培養のボトルが複数
提出された患者の割合(%)

複数の培養ボトルが出された
延患者数（人）

血液培養検査が行われた
延患者数（人）

血液培養ボトルの複数提出率

　　　複数の培養ボトルが出された延患者数／血液培養検査が行われた延患者数

重症感染症の患者さんは、菌血症（血液中に細菌がいる状態）を伴うことが少なくありません。菌
血症の原因菌を特定するためには、血液培養検査が必要であり、その精度（菌血症の原因菌検出率）
を高めるためには、複数採取したボトルの提出が望まれます。

血液培養ボトルの複数提出は重症感染症の早期発見につながる指標となります。

令和元年度 令和 年度 令和 年度

血液培養のボトルが複数提出された患者の割合（％）
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− 104 −



− 105 −
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⑥その他

新型コロナウイルス感染症対策として前年度の対策を継続、さらに追加・修正を実施しまし

た。同居家族の検査、結果判明までの期間を短縮、自宅待機職員を減らし、人員を確保するた

めに職員家族の検査体制を整備しました。

（４）今後の目標と課題

新型コロナウイルス感染症対策の実施は継続することが必要であり、追加・修正を続けてい

きます。今回、医療・介護施設でのクラスターを経験し、地域において感染対策の向上を推進

することが必要であり、その役割を果たさなければなりません。

また、新型コロナウイルス感染症への対応を継続するとともに今後も発生し得る新規感染症

に対しても速やかに対応できるように定期的な隔離予防策（標準予防策・感染経路別予防策）

の訓練を行い、定着に向け努めていきます。さらに、必要な知識・技術、最新の知見を提供し、

院内感染対策を進めていきます。

３ 褥瘡対策委員会

（１） 目的

“委員会規程 第 条 院内褥瘡対策を討議・検討し、その効率的な推進を図るため、褥瘡

対策委員会を設置する”すなわち、多職種の協働により適切な褥瘡対策を行える総合的な病

院環境を整える。

当院の基本理念「信頼され、心が通う地域医療」を実践する医療チームとして、患者ＱＯ

Ｌ向上に寄与すべく、創傷治癒理論、看護技術などの基本的事項と最新の知見を学び、全ス

タッフに対し教育活動を行います。そして地域の中で褥瘡ケアの中心的役割を担う。

（２） あゆみ

年 月、褥瘡対策未実施減算の施行を機に、褥瘡対策委員会を組織しました。専門担

当医師、皮膚・排泄ケア認定看護師（ ）、全病棟や部署の看護師、薬剤師、管理栄養士、

臨床検査技師、作業療法士、事務方など多職種で構成されています。月 回の褥瘡対策委員

会で、褥瘡発生の現況、症例検討、勉強会など、電子カルテシステムで、褥瘡危険因子評

価、基本的看護計画、褥瘡発生報告、褥瘡経過表などを管理しています。

① 褥瘡チーム回診 年 月に開始、第 火曜 時、コアスタッフと看護師 名が交代

で参加。

② 褥瘡対策室 年 月より、大谷内千恵 を専従の褥瘡管理者として設置。

「褥瘡ハイリスク患者ケア加算」の施設認定を受け、ハイリスク患者に

個別の看護計画を立案。

（３） 活動実績

【定例会】

毎月第 水曜 時。褥瘡対策に関わる諸事項を討議。なお、回診はコロナ禍のため不

定期となりました。

【褥瘡対策マニュアル】

日本褥瘡学会の褥瘡予防・管理ガイドライン、 ®、 （医療関連機器圧迫創
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月 人

令和4年新春講演会 前橋市

2021年度　精度管理調査報告会　生理部門 WEB開催

令和3年度　群馬県合同輸血療法委員会　講演会 WEB開催

検査室管理運営研修会 WEB開催

令和3年度 群馬県臨床検査精度管理調査報告会
前橋市
(WEB開催)

第75回群馬臨床細胞学会学術集会 WEB開催

第1回群馬県臨床検査技師会災害対策研修会 前橋市

日本医療マネジメント学会群馬県支部2021年度特別講演会 WEB開催

令和3年度学術講演会・情勢報告会 前橋市

タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指定講習会（群馬
県004）

WEB開催

令和4年度診療報酬改定に伴う説明会 WEB開催

（６）管理栄養士・調理師

月 人

MEDぐんま2021　いのちの場から社会を良くする 前橋市

第7回　日本褥瘡学会　在宅ケア指針協会総会・学術集会 WEB開催

給食関係者講習会Ⅱ 桐生市

令和3年度　桐生栄養士会研修会 桐生市

（７）臨床工学技士

月 人

第20回　日本高気圧環境・潜水医学会　関東地方会学術集会（Web参加） 東京都

群馬県COVID-19講習会　ECMO基礎コース 前橋市

第31回日本呼吸ケアリハビリテーション学会学術集会 WEB開催

第一回関東甲信越臨床工学会 WEB開催

2021年度支部　周術期管理チームセミナー WEB開催

急性血液浄化療法WEBセミナー「Sepsisに対する急性血液浄化療法
の位置づけ-COVID19に対する知見も含め-」

WEB開催

循環の生理学から考えるショックの蘇生 WEB開催

（８）薬剤師

月 人

第4回群馬県薬学大会 WEB開催

食養科

開催
月

学会及び研修会名

開催地

出席
人数

開催地

所属
開催
月

学会及び研修会名 開催地
出席
人数

臨床工
学科

所属
開催
月

学会及び研修会名

所属

出席
人数

出席
人数

開催地

所属
開催
月

学会及び研修会名

中央検
査部

薬剤部
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ⅩⅢ 災害拠点病院

１ 指定要件

災害拠点病院とは、災害が発生し、通常の医療体制では適切な医療の提供が困難な場合に

各都道府県知事の要請に対して傷病者の受入れや医療救護班の派遣等を行う病院であり、当

院は、平成 年 月 日に災害拠点病院の指定を受け、平成 年 月末現在では、群馬県

内に１つの基幹災害拠点病院と の災害拠点病院があります。

平成 年 月の阪神・淡路大震災を契機として、災害拠点病院の整備、広域災害・救急医

療情報システム（ＥＭＩＳ）の整備、災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の養成等が行われ、

平成 年 月の東日本大震災後においては、災害指定病院の指定要件が見直しされ、災害

時における一層の医療体制の充実が図られています。

２ 群馬県の災害拠点病院

基幹災害拠点

病院

前橋赤十字病院

災害拠点病院

群馬大学医学部附属病院、群馬県済生会前橋病院、群馬中央病院

高崎総合医療センター、日高病院、桐生厚生総合病院、太田記念病院、

公立館林厚生病院、伊勢崎市民病院、伊勢崎佐波医師会病院、

沼田病院、利根中央病院、渋川医療センター、公立藤岡総合病院、

公立富岡総合病院、原町赤十字病院

３ ＤＭＡＴ

（１） 設置目的

ＤＭＡＴ（ ）とは、災害の超急性期（概ね 時間以

内）に活動できる機動性を持った専門的な研修・訓練を受けた災害派遣医療チームであり、

災害拠点病院には設置が義務付けられていて、医師、看護師、業務調整員（医師、看護師以

外の医療職及び事務職員）で構成されています。

当院は、医師 名、看護師 名、業務調整員 名が隊員として活動しています。

（２） 活動の概要

① 研修等

年 月 日 訓 練 名 称 場 所

新型コロナウイルス感染症の影響により、全て中止もしくは延期

年間を通じて災害医療研修等を行い、病院全体が災害医療活動の重要性を認知し、取り組

んでいくよう活動していきたいと考えます。
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３ 循環器科

（１） スタッフ

常勤医師 桑原 渉（ 名）

非常勤医師 名

（２） 年次報告

令和 年度主な診療実績

心臓カテーテル検査 件 経皮的冠動脈形成術 件

ペースメーカー植え込み術 件 下大静脈フィルター留置 件

（３） 総括

他科・他院・地域開業医の先生方と連携をはかり、マンパワーが不足しておりますが可能な範

囲で地域医療に貢献できるよう努力してまいります。

診療部長 桑原 渉

４ 小児科

（１） スタッフ（ 名）

大木康史、鈴木尊裕、袖野玲子、浦野博央、齊藤亜希子（時短勤務）、関根和彦、＊江

田陽一、＊八木龍介（ ：新任）

（２） 年度報告

① 新生児未熟児センター：総入院数 名。超低出生体重児 名、極低出生体重児 名、

を含む呼吸管理数 でした。

② 一般病棟：総入院数 名と 流行前より少ない状態が続いています。主な内訳

は、呼吸器疾患 （疑似症を含む ）、消化器感染症 、感染症以外の

消化器疾患 、川崎病 、神経 、腎尿路 、アレルギー 、内分泌・代謝 、循

環器 、小児精神 、平均在院日数は 日でした。

③ 本島総合病院小児科医との神経検討会 月 回 、新生児蘇生法講習会（県主催 回、院内

回の計 回）を継続しました。

④ 地域貢献として、桐生市乳幼児健診、桐生市特別支援教育委員会、桐生・みどり市の要

保護児童対策協議会等に協力しました。

（３） 今後の目標

少子化の傾向は続くが、東毛地域の小児科、周産期医療における中核施設として必要な機

能や地域との連携は可能な範囲で維持したい。

診療部長 大木 康史
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６ 整形外科

（１） スタッフ

常勤医 名 ： 斯波俊祐、片山雅義、永井彩子、中澤拓郎、高橋佑

非常勤医 名： 小林裕樹（木曜日隔週）、神山真考（火曜日隔週）

（２） 年度報告

常勤 人と火曜日、木曜日の非常勤で診療を行いました。非常勤は 人で股関節と肩関節の

専門外来を行いました。一般外傷を中心に、脊椎外科、膝関節外科、手の外科などの専門分野

の診療を行っています。

新型コロナウイルスが一向に収まらず、手術患者に行っていた遺伝子検査を入院患者全員に

行うようになりました。緊急入院の場合は救急室で、予定入院の場合は整形外科外来のパーテ

ーションにて遺伝子検査を行っています。第 波では急激にコロナ患者が増え、症状のない手

術予定の患者さんからも数人陽性が出てしまい手術が延期になることがありましたが、幸いク

ラスターにはなりませんでした。

令和 年度の手術件数は 件（ 例）でした。手術は一般外傷や変性疾患など多岐にわ

たり、最も多いのが例年同様高齢者に多い大腿骨近位の骨折で約 件でした。脊椎手術は約

件でした。脊椎手術は内視鏡下手術や経皮的椎体形成術などの低侵襲手術が中心ですが、

除圧術で対処できない症例は固定術を行い、脊柱変形などの広範囲固定を要する症例も 例あ

りました。人工膝関節置換術は 件でした。

（３） 今後の目標

新型コロナウイルスがなかなか収まらない状況ですが、今後も予防に努めながら、リハビリ

テーションや看護師、連携室などの多職種のスタッフと協力して急性期の治療とリハビリテー

ションを安全にスムーズに行っていきたいと思います。

０ アーム（ポータブル ）、ナビゲーションシステムや術中神経モニタリングシステムを

駆使して、難易度の高い脊椎手術も安全に行えるよう努力したいと思います。

また、臨床研修医や群大の学生さんへの指導も、地域医療に興味を持ってもらえるよう引き

続き行っていきたいと思います。

診療部長 斯波 俊祐
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７ 脳神経外科

（１） スタッフ

令和 年度は常勤脳神経外科医師 名（曲澤 聡、橋場康弘、山根庸弘）で診療にあたりま

した。

また、火曜日と金曜日の午後に群馬大学から非常勤医師 名（高橋健太郎、中澤尚彦、中村

俊介）に手術の手伝いに来ていただきました。

しかし、 月半ばで山根先生が退職し、約 か月半、常勤医師 人で診療を行いました。

月より矢島 翼先生が赴任し、常勤医 人体制に戻りました。

（２） 年度報告

外来患者数は 人、入院患者は脳血管障害 人（くも膜下出血 人、脳出血 人、脳

梗塞 人、その他 人）、脳腫瘍 人、頭部外傷 人、その他 人の計 人でした。

手術件数は 件で、主要な手術件数は下記の如くでした。

脳動脈瘤クリッピング術 件

脳腫瘍摘出術 件

血管内手術 件

（３） 今後の目標

令和 年度は か月半にわたり、常勤医師 人体制となってしまい、診療を縮小させるを得

ませんでした。その間、患者様や他の病院スタッフに多大なご迷惑をかけてしまいました。

矢島先生にピンチヒッターとして来ていただき、令和 年度からは石井希和先生が赴任され、

常勤医 人体制が維持されました。

今後もスタッフの健康維持等に注意を払いつつ、桐生・みどり地域の脳神経系の救急患者、

重症患者の診療を安定的に行ってまいりたいと思います。

診療部長 曲澤 聡
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麻酔科

（１）スタッフ

手術室での業務は、佐藤淳、塚越裕、入内島伸尚、高瀬友彰の 名の常勤医師と 名の非

常勤医師。そのうち麻酔標榜医は、常勤 名、非常勤 名。麻酔専門医は、常勤 名、非常

勤 名。麻酔指導医は、常勤 名、非常勤 名。また、院内の研修医 名の麻酔研修を受け

入れ、合計 件の麻酔の指導を行いました。ペインクリニックでは、 名の常勤医師が交替

で診療を行っています。

（２）年度報告

手術件数は、前年度より ％増加して 件。そのうち麻酔科管理症例は 件で、全

身麻酔 件、脊椎麻酔 件、硬膜外麻酔 件。患者全体の年齢構成を見ると、 歳以上

の症例が 名 ％ で半数以上、 歳以上の症例が 名 ％ であり、高齢者の割合

が多いです。

・ 室は、麻酔科、外科、循環器科が分担して常時、専任の医師が勤務しています。

前年と同様に重症患者が多く入室しています。

ペインクリニックでは、突発性難聴、顔面神経麻痺に対する星状神経節ブロックや、腰下

肢痛、肩こり、頸部痛、三叉神経痛、帯状疱疹後神経痛、糖尿病性神経障害などの多様な痛

みに多種の神経ブロック療法や近赤外線の光線治療、超短波の照射、薬物治療を行っていま

す。また、ボツリヌス毒素注射では片側顔面痙攣や眼瞼痙攣の治療を行っています。

高気圧酸素治療は、突発性難聴、末梢循環障害、脳外科的疾患、四肢の難治性潰瘍、放射

線照射後障害、腸閉塞、一酸化炭素中毒などを対象として治療を行っています。なるべく初

診当日から治療を開始できるように、また、緊急時にも対応できるように努力しています。

（３）今後の目標

より安全な麻酔を行うとともに、チームでの周術期管理をさらに向上させる。麻酔科関連

分野である、ペインクリニックや集中治療を充実させる。また、医師臨床研修において呼

吸・循環管理を習得させることです。

診療部長 佐藤 淳
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放射線科

（１） スタッフ

常勤医は診断専門医が 名、治療専門医が 名の常勤 名体制ですが、 名は病院管理職で、

放射線科医としての実務は週 日半（診療業務 日と治療外来業務午後 時までを 回）であ

り実質 名です。月に 回、半日（土曜日）非常勤の診断医に来てもらっています。診断業

務の補助として群大のベンチャーである遠隔画像診断システムに協力していただいています。

診療放射線技師は 名、非常勤 名の体制です。事務は診断、治療に各 名、看護師は診

断部門に常在 名、血管造影などに適宜 名、治療部 名。看護助手の配置はありません。

（２）年度報告

令和 年度の放射線部門の業績については、別に資料が掲載されていますので御参照くださ

い。放射線治療部門では左乳癌治療時の心臓線量低減のための深吸気息止め照射などの新規治

療技術を導入、定着させました。

診療部門では勤務時間帯の緊急検査へのレポート作成件数は増加しています。また、他科連

携を強化すべく消化器カンファレンスにも参加するようになりました。

技師法の改正により、検査薬剤の投与用の静脈確保が技師業務として追加され、技師は順次

研修を受け対応している状況です。

（３）今後の目標

今年度から診療科としての放射線科と、医療技術部門としての放射線技術科が別組織となり

ましたので、診療科としての目標を記載します。

常勤 名体制は維持していますが、 名は管理職業務の増加から放射線科実務への関与がさ

らに減り他 名への負担が増加しています。中央部門としての機能を果たすためには業務縮小

は望ましくなく、持続可能な体制整備をすべく関係機関と連携し尽力していく所存です。

診療部長 村松 博之

救急科
（１）スタッフ

令和 年度の救急科常勤医は 名。

非常勤医として群馬大学救急医学 福島一憲先生に毎週木曜日診療していただきました。

（２）年度報告

令和 年度は救急外来および入院の診療を行いました。

（３）今後の目標

当院は桐生市・みどり市の中核を担う医療機関ではあるが、 次医療機関ではなく、地域にも

次医療機関はありません。だが両市に 次医療を行えば救命できる患者がいない訳ではありませ

ん。当科の目標は救急搬送受け入れ率を上げることではなく、桐生市民・みどり市民の生存率を

上げることです。そのためには必要な患者を選別し、適切な 次医療機関に送り届け、また当院

で対応可能な患者の域外搬送を極力減らすように努力していきたいです。

診療部長 萩原 周一
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アの提供を目指し、スタッフ全員で取り組んでいきたいと思います。

師長 小澤 裕美

腎センター

（１）スタッフ

看護師 名 臨床工学技士（交替で勤務）

（２）年度報告

外来患者透析 回、入院患者透析 回実施しました。緊急透析患者数は 名でし

た。令和 年度は、透析看護の質の向上を目標に掲げ活動しました。災害対策マニュアルの

見直し・改定を行い、災害に備えてのシミュレーションを行うことができました。また出張

透析マニュアルや透析中のリハビリマニュアルを見直し緊急時の対応や統一した看護を行う

事ができました。 患者に対してもマニュアルを作成し、対応することができまし

た。

（３）今後の目標

今後は透析看護の質の向上と感染管理の強化とともに、緊急透析や にも対応して

いきます。

師長 深井 昌美

ＮＩＣＵ

（１）スタッフ

看護師 名（新生児集中ケア認定看護師 名含む）

（２）年度報告

令和 年度は、

① 患者さんの生活を重視した看護を提供する

② 患者さんに安全・安心な看護を提供する

③ 働きやすい職場環境を作るため 業務の効率化を図る

の つを目標に取り組みました。

患者さんの生活を重視した看護では、退院支援カンファレンスの入院後 週間以内実施率

％を達成する事が出来ました。安全・安心な看護の提供では、 対策の継続に向けた注

意喚起メールの発信や、看護記録の質向上を目指し、記録ファイルの完成、記録の相互チェ

ックも開始しました。さらに、感染予防における家族指導として、正しい手洗い方法、正し

い擦式消毒方法について、パンフレット作成し活用しています。 関連の 症例を経

験し、再度 マニュアルの修正を開始しました。

また、 月から 床稼働、 人夜勤体制になり、スタッフ一丸となって業務改善に取り組

み、緊急入院に対応できる体制づくりを行いました。

（３）今後の目標

今後も専門性を発揮し、児と家族に寄り添い、安全で良質な看護を提供することを目指し、

知識・技術の向上に努めていきます。

師長 阿左美 まゆ美
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ＧＣＵ

（１）スタッフ

看護師 名（新生児集中ケア認定看護師 名含む）

（２）年度報告

令和 年度は、

① 退院支援を充実させ患者家族を中心に考えた看護を提供する

② 職場環境を整え安全な看護が提供できる

③ 勉強会を開催しスタッフの知識を高め質の高い看護を提供する

の つをあげ、取り組みました。

退院支援については児が入院中から と連携を図り、退院後の地域のサポートが得られ

るよう各種のカンファレンスを活発に実施しました。また退院指導マニュアルの見直しを行

い改訂することが出来ました。日々の業務に対して改善事例をスタッフから募ったことで

事例の業務改善を行いました。また勉強会を定期的に実施し、スタッフの知識向上を図りま

した。

（３）今後の目標

今後もスタッフと協働し魅力ある職場づくりを目指すと共に、患者にとって充実した退院

支援が受けられるよう取り組んでいきたいと思います。

師長 小林 葉子

３階病棟

（１）スタッフ

看護師 名 准看護師 名 非常勤看護助手 名 非常勤保育士 名

（２）年度報告

令和 年度の目標は、

① 安心、安全な看護を提供する

② 患者・家族の視点に立った看護を提供する

③ 働きやすい職場環境を整える

とし、各チームで活動をしてきました。

泌尿器科・小児科・神経内科の混合病棟であり安全な看護が提供できるように業務内容の

見直しや新しく導入された手術に対しての知識技術の向上に努めました。

また、コロナ禍のため面会制限がある中で家族との関りやコミュニケーションの工夫等行

いました。小児科では、七夕、夏祭り、クリスマス会など季節の行事を行っていますが、密

にならないような工夫をして入院中の患児や患者様にも楽しむことができるようなイベント

を行いました。

（３）今後の目標

感染予防の徹底と患者・家族の視点に立った温かい看護を提供できるように取り組んでい

きます。

師長 鈴木 ひろ美
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５階西病棟

（１）スタッフ

看護師 名 非常勤看護助手 名

（２）年度報告

令和 年度は、

① 安全な療養環境の提供

② 感染対策意識・行動の強化

③ 看護記録の充実

④ 患者・職員満足度の向上

⑤ 災害対策意識・実践力の向上

⑥ 退院支援の充実

の つを目標に掲げ、 年間取り組みました。

チーム毎の勉強会を開催し知識の向上・意識の強化に努め、安全な療養環境の整備、感染

症の対応について学び、机上シミュレーションによる防災意識向上、患者家族の希望を取り

入れた退院支援の実践に努めました。

（３）今後の目標

今後も専門的知識・技術を習得し、看護の質を向上させ、安全で安心な看護が提供できる

ように努めていきます。

師長 関 靖枝

６階東病棟

（１）スタッフ

看護師 名 非常勤看護助手 名

（２）年度報告

令和 年度は、

① 患者の視点に立った看護サービスの提供ができる

② 専門職として自律し安全・安心な質の高い看護を提供する

③ 働きやすい職場環境を整える

を目標に上げ、目標達成に向け 年間活動しました。

安全・安心に治療・看護を行えるよう勉強会を開催し、専門的知識の向上に努めてきまし

た。感染予防策を徹底により擦式消毒使用量も増え、手洗いマイスターも増えました。また、

安全対策にも取り組み、安全な療養環境を提供できるよう努めました。多職種と連携しカン

ファレンスを充実させ患者さん・ご家族の意向を考慮した上で退院支援を行っています。

（３）今後の目標

患者さん・ご家族の意向を聞きながら、多職種との連携を図り、質の高い看護の提供に努

めていきたいと思います。

師長 石関 しのぶ
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６階西病棟

（１）スタッフ

看護師 名 非常勤看護助手 名

（２）年度報告

令和 年度の病棟目標は、

① 患者さんの退院後の生活を重視した看護を提供する

② 療養環境を整え安全安心な看護を提供する

③ 働きやすい職場環境を整える

の つの目標を掲げ全員で取り組みました。

当病棟は回復期リハビリ病棟であり、急性期の治療が終了し、家庭復帰を視野に入れ、医

師、理学療法士、多職種と連携を図り、患者・家族の希望に添えるようにリハビリテーショ

ンを行い、日常生活動作能力の向上に図りました。また、入院中の療養環境に対しても、転

倒事故等を未然に防ぐための取り組みを行い、安全・安心な入院生活が送れるように努めま

した。

（３）今後の目標

患者個々の希望に添えるように、多職種と連携し情報共有を図り、早期から日常生活動作

獲得へ向けてリハビリテーション、看護援助を行っていきます。

師長 秋間 由博

７階東病棟

（１）スタッフ

看護師 名 派遣看護助手 名

（２）年度報告

令和 年度病棟目標は、

① 看護の質の向上する

② 安全な療養、心地よい接遇により患者満足度の向上を図る

③ 働きやすい職場風土を整備する

を目標に掲げ、活動しました。

急変に対応できる力を強化し、また看取りの看護に真摯に向き合えるよう研鑽しました。

そして、患者様に医療職者として適切な態度で接することができるよう、職場風土の見直し

を行いました。長引く により面会制限が繰り返される中で、心配されるご家族様に

安心していただける対応ができるよう取り組んでいます。

（３）今後の目標

呼吸器、消化器内科としての専門性を高め、入院時から退院後を見据えた療養支援を展開

していきます。

師長 武田 智子
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医師確保対策推進担当

（１）スタッフ

名

（２）年度報告

医師の確保に向けた取り組みとして、昨年度から続く新型コロナウイルス感染症の影響が更に

拡大したことにより、群馬大学各教授へ挨拶文を送付し、新型コロナウイルス感染症の新規感染

者数等が減少した頃合いをみて、院長、総務課長、経営政策課長、状況に応じて管理者にもご同

行いただき、オンライン面談等も活用しながら、積極的に働きかけを行いました。教授訪問後に

各診療科部長と院長面談を実施し情報共有等を図りました。

民間医局等も積極的に活用し医師確保を図り、結果として、令和 年度採用として、育児短時

間勤務制度を利用する耳鼻いんこう科の常勤医師 名の増員に至りました。

（３）今後の目標

医師の確保については病院の最優先事項ですので、引き続き関係大学等に継続した要望活動

と、退職後の医師に再就職依頼、民間医局が可能な診療科には紹介会社を利用した医師確保及び

医師の働き方改革に伴う、育児短時間勤務制度を利用する医師の積極的な採用など、多方面から

行っていきたいと考えています。

医師確保対策推進担当（副） 石井 理彦
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２　購入雑誌
（１）和雑誌

1 47

2 48

3 49

4 50

5 51

6 52

7 53

8 54

9 55

10 56

57

58

12 59

13 60

14 61

15 62

16 63

17 64

18 65

19 66

20 67

21 68

69

70

71

23 72

24 73

25 74

26 75

27 76

28 77

29 78

30 79

31 80

32 81

33

34

35 83

36 84

37 85

38 86

39 87

40 88

41 89

42 90

43 91

22

11

臨床眼科

あたらしい眼科

眼科手術

みんなの呼吸器

Respica(レスピカ)(増刊

号は工学科のみ)

耳鼻

臨床工学科

泌尿器外科

臨床泌尿器科

眼科ケア

日本整形外科学会誌

整形・災害外科

臨床整形外科

整形外科

麻酔科

放射線科

図書室

看護部

図書室

図書室

図書室

眼科

臨床外科

Neurological Surgery

脳神経外科 脳神経外科

図書室

小児看護

月刊ナースマネジャー

透析ケア

看護人材育成

臨床と微生物

検査と技術

手術

消化器外科

小児科診療

救急・集中治療

臨床工学
科・７東

図書室

図書室

Heart View

脳神経内科

配架 配架タイトル タイトル

内科

胆と膵

臨床心理学(通常号のみ)

こころの科学(通常号のみ)

外科

LISA

臨床麻酔

Nutrition Care

オペナーシング

GCU

看護

レジデントノート

レシピプラス

月刊薬事

腎と透析

菅儀部長通信

臨床放射線

図書室

周産期医学

ペインクリニック

産科と婦人科

看護展望

看護管理

画像診断

日本臨床検査医学会誌

臨床栄養

癌と化学療法

デジタルハイジーン

歯界展望

西日本皮膚科

皮膚病診療

皮膚科の臨床

臨床皮膚科
図書室

図書室

図書室

救急医学

エキスパートナース

ハートナーシング

リハビリナース

ブレインナーシング

整形外科看護

助産雑誌

地域連携　入退院と在宅支援

泌尿器　Care&Cure Uro-Lo

病院

医学のあゆみ

日本医事新報

Medical Technology

INTENSIVIST

胸部外科

病理と臨床

臨床検査

INNERVISION

調剤と情報

薬局産婦人科の実際

JOHNS

Clinical Engineering

脳神経外科速報

理学療法
Ｃlinical Ｒehabilitation 臨床リハ

リハビリ
テーション
科

図書室

図書室

図書室

作業療法ジャーナル

理学療法ジャーナル

総合リハビリテーション

図書室

病理診断科

中央検査部

薬剤部

食養科

重症集中ケア

INFECTION CONTROL
図書室

赤ちゃんを守る医療者の

専門誌with NEO
82

看護部

手術室

ICU

腎センター

NICU

３F

外来

７西

６西

６東

５西

４東西

４東

44

45

46

小児内科

92
MTJ(メディカルテスト
ジャーナル)*情報誌(タブ
ロイド)

小児科

病院安全教育

図書室

医療安全対策室

中央検査部
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Pediatrics

Journal of Neurosurgery／J. Neurosurgery： Spine

Neurosurgery 

Obstetrics & Gynecology

 Journal of Minimally Gynecology

The Lancet

Hepatology

Liver Transplantation

Annals of NEUROLOGY

The Journal of Pediatrics

JBJS  (The Journal of Bone and Joint Surgery. American Vol.)

The Journal of Orthopeadic Sience

Archives of Disease in Childhood   (including Fetal and Neonatal Edition)

Radiology 

The Bone & Joint Journal

Gastroenterology

GIE (Gastrointestinal Endoscopy)

Diabetes Care

New England Journal of Medicine

JAMA (The Journal of the American Medical Association)
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Ⅷ 付 属 施 設 等
１ 群馬県立赤城特別支援学校桐生厚生総合病院内教室
（１）概要

当院の桐生厚生総合病院内教室は、群馬県立赤城特別支援学校の院内教室で、入院治療を

要する児童生徒のために、継続して教育が受けられることを目的として設置されました。

設置に至る経緯は、昭和 年に入院治療中の一教師の献身さと、小児患者の保護者の熱意

と病院の理解と協力により、開設されました。

（２）沿革
昭和 年 月 桐生厚生総合病院敷地内の旧看護婦宿舎西側 階の 部屋及び

洗面所等 延面積 ㎡ を病弱学級として改装し提供

昭和 年 月 日 桐生市立昭和小学校病弱学級を開級 許可学級 、教諭

昭和 年 月 日 桐生市立昭和小学校 病弱学級 となる。 許可学級

昭和 年 月 日 分校の後援会「みずはなびの会」が発足

昭和 年 月 日 分校初の卒業式 名

昭和 年 月 日 中学部設置準備のため小学部の 階 部屋等 延面積 ㎡

を改装し提供

昭和 年 月 日 昭和小学校分校が県移管のため廃校

昭和 年 月 日 群馬県立東毛養護学校桐生厚生総合病院分教室小・中学校設置

延面積 ㎡、認可学級 、教諭

昭和 年 月 日 群馬県立東毛養護学校桐生分校に昇格

認可学級 、教頭・教諭

昭和 年 月 日 音楽室の使用 階 部屋延面積 ㎡ を開始する

昭和 年 月 日 入学式・始業式 認可学級 、教頭・教諭

昭和 年 月 日 桐生厚生総合病院増改築工事に伴う新校舎竣工 平屋 棟面積

㎡

昭和 年 月 日 第 学期から新校舎で授業 使用 開始

平成 元年 月 日 認可学級 小学部 、中学部 教頭・教諭 人となる

平成 年 月 日 東毛養護学校及び西毛養護学校の統合により群馬県立赤城養護

学校に校名変更となる

平成 年 月 日 認可学級 小学部 、中学部 教頭・教諭 人となる

平成 年 月 日 認可学級 小学部 、中学部 教頭・教諭 人となる

平成 年 月 日 群馬県立学校設置条例改正により、群馬県立赤城特別支援学校

に校名変更し許可学級 小学部 、中学部 教諭 人となる

（３）児童生徒数
年度

内訳
平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度

小学部 人 人 人 人 人

中学部 人 人 人 人 人

児童生徒数 人 人 人 人 人

延在学者数 人 人 人 人 人
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ⅩⅨ　編集委員・部員名簿

【編集委員】

役　職　名 氏 名

委　員　長 加　藤　広　行

委 員 菅　間　一　乃

〃 斯　波　俊　祐

〃 曲　澤 聡

〃 勝　山　典　年

〃 磯 昌　宏

〃 梶　田　幸　夫

〃 小　林 誠

〃 三　木　康　正

〃 細　谷 潤

〃 粕　川　由貴子

〃 髙　橋　紀　子

〃 山　田　あゆり

〃 関　口 宏

〃 新　井　教　弘

〃 宇津野 貴
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〃 上　原　美奈子
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〃 看 護 部 看護師長 深　井　昌　美

〃 総 務 課 課長補佐 石　井　理　彦

〃 経 営 政 策 課 課長補佐 杉　原　真　一

〃 経 営 政 策 課 課長補佐 薗　田　達　也

〃 契 約 管 財 課 係　　長 石　原　孝　泰

〃 契 約 管 財 課 主　　査 福　田　豊　和

〃 医 事 課 係　　長 本　田　英　之

〃 医 事 課 主　　査 古　舘　千　秋

〃 地 域 医 療 連 携 室 室長補佐 金　子　孝　進

【事務局】

剣　物　裕　司

大　津 恵

地 域 医 療 連 携 室 主 幹

総務課課庶務係長

総務課庶務係主事

医 療 安 全 管 理 者
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事 務 長

総 務 課 長

契 約 管 財 課 長

医 事 課 長
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職 名

院 長

内 科 部 長

整 形 外 科 部 長
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ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 技 術 科 長
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薬 剤 科 長 補 佐
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